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先祖の供養は、亡くなった人を忘
れず、いつまでも語ることが大
事。盆に帰ってきても誰もいなけ
れば、腹が立つでしょう。いつま
でも忘れない。先祖の徳を称え
る。いつも一緒に生きていると思
うことが大切なことです。

「運」
　運の悪い人がいる。運は、勝手
に回ってくるものではなく、自分
で引っ張って来なければいけな
い。
　聖武天皇の詔勅の冒頭に「人間
が災いから逃れ、幸せになるには

南都銀行
� SHOOTINGSTARSの歴史
　昭和57年、２年後に控えた「わ
かくさ国体」に向けて創部。わか
くさ国体には、奈良県代表選手と
して当チームから５名を派遣。そ
して奈良選抜チームが初優勝を
飾った。創部10年目の平成４年に
は、全日本実業団ホッケー選手権
大会にて初優勝し、平成17年には
全日本女子ホッケー選手権大会で
悲願の初優勝を果たすなど、数々
の大会で優勝、準優勝などの戦績
を残してきた。
　そして、平成25年には創部30年
を機に、チーム名が現在の「南都
銀行 SHOOTINGSTARS」となっ
た。

幽冥による」とある。運というの
は人間の力では如何にもし難い。
つまり目に見えない世界のご加護
を頂かなければ出来ない、と天皇
は言っている。
　幽冥とは、神、仏や祖先は嘘の
通じない世界のこと。しかしこの
世は嘘をつき放題。嘘がばれるか
ばれないか。人間と付き合うのも
駆け引き。この世は全て損得だ
が、神や仏の世界では損得は通用
しない。欲や得を抜きにして、目
に見えない世界に真心を尽くすこ
と。決して代償を求めてはいけな
い。努力は必要です。これが通じ
れば「運」が出てくる。そして必

　近年では、平成28年の全日本社
会人選手権大会で11年ぶり７回目
の優勝を果たし、翌29年の国民体
育大会では、当チームが奈良県代
表として10年ぶりの優勝を果たす
ことが出来た。
　また、今年度の大会戦績は、全
日本社会人選手権大会で３位、全
日本選手権大会では５位だった
が、福井県開催の国民体育大会で
は２年連続13回目の優勝を果たし
た。そして高円宮牌2018ホッケー
女子日本リーグで準優勝するなど
今年度の戦績は、平成９年に日本
リーグ参入以来、過去最高の順位
となる結果を残すことが出来た。

ずお陰というのもある。
　様々な宗教があるが、常識で考
えること。常識は天から授かった
ものであり、正しい道を歩むべ
き。神社仏閣が千年以上続くの
は、間違いがないからです。
　神や仏、目に見えない世界があ
る。これを恐れて生きれば素晴ら
しい生き方が出来る。人間も形は
無くなるが、向こうの世界では生
きている。必ず向こうに聞こえて
いる。ですから色々なことを報告
すること。お供えもしてくださ
い。そうすればずっと繋がってい
きます。

活動報告
　「仕事とホッケーの両立」を
モットーに、銀行員とアスリート
の両面で「向上心とチャレンジ精
神」を発揮することを目標とし
ている。銀行業務、ホッケー、両
立しながらの勤務体系になってい
るため、仕事がスムーズに回らな
いなどの支障で出てしまう。しか
し会社の方々に、ご理解をいただ
き、支えてくださる行員さんが居
るお陰で私たちはホッケーに専念
し取組むことが出来ている。
　そして2020年開催の東京オリ
ンピックに向け、力を入れてい
る。女子ホッケー日本代表の名
称は『さくらＪＡＰＡＮ』。現在
日本は世界ランク12位で、オリン

南都銀行 SHOOTINGSTARSの笹木美里さん・早戸和希さん
　火曜午餐会・３月第２例会は19日12時15分から当部５階大会議室で開催した。講師に南都銀
行ホッケー部 SHOOTINGSTARS の笹木美里さん・早戸和希さんを招き「南都銀行ホッケー部
について～活動報告ならびに社会・地域・企業への貢献等～」をテーマに語って頂いた。講演で
は実際の練習や試合の映像を示しながら、笹木さん・早戸さんは「『仕事とホッケーの両立』を
モットーに、銀行員とアスリートの両面で『向上心とチャレンジ精神』を発揮することを目標と
している」と語った。講演要旨は次の通り。

南都銀行ホッケー部について
～活動報告ならびに社会・地域・企業への貢献等～
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に励んでいる。
　私たちがこのような環境でホッ
ケーをさせていただいているの
は、会社をはじめ、地域の方々や
関係者の方々のご理解や応援が
あってのこと。そして今まで先輩
方が築きあげてくださったこの南
都銀行 SHOOTINGSTARSの歴史
が、今の私たちの活動へと繋がっ
ている。
　奈良県内にはプロチーム、アマ
チュアチームをはじめとし、企業
スポーツなど数多くある。この中
で、アスリートとして、今後も企
業スポーツを盛り上げていくため
に結果を求め続け、皆様に応援し
ていただけるチーム作りに励んで
いきたいと思います。

ピックへの出場は確定している。
当チームから４名の選手が日本代
表に選考されており、代表合宿や
国際試合などの活動に参加、そし
て代表選手として残れるように頑
張っている。
　また、地域密着企業である南都
銀行の一環として、地域貢献活動
（ＣＳＲ）を行っている。日頃、
グラウンドがあるあやめ池駅や大
和西大寺駅周辺でのゴミ拾いな
ど、支店の方々と共に清掃活動を
行っている。周辺の方々からは感
謝の言葉をいただき、元気や勇気
をたくさん貰っている。
　その他、年４回程度、奈良県の
小学生を対象にホッケースクール
を行い、たくさんの子どもたちに
参加していただいている。子供た
ちからは笑顔で「楽しかった」と
言ってもらえる。非常に嬉しく、
そして初心に戻る機会を与えても
らい、自分たちのプラスにもなっ
ている。

広報活動
　ファンの心をつかむ活動の一つ
のツールとして、昨年から特にＳ
ＮＳでの発信に力を入れている。
試合結果だけではなく、日ごろの
選手の姿などを発信することで身
近に感じてもらいたい。最近は、
ＳＮＳに悪い印象をお持ちの方も
いるが、利用者は非常に多く一番
広がりやすいという良い面を利用
したい。少しでも人の心を動かす
ことを提供して、応援する側も、
選手側も感動したことを知れば嬉
しい気持ちになり元気になる。頑

張ろうという気持ちになる。試合
会場では、同じフィールドに居る
かのように応援してくれる。この
応援の力を大事にして、ファンの
方々と感動を分かち合えるチーム
作りに努めている。
　そして、アスリートである私た
ちは、企業の直接的な利益は生み
出せないが、企業の広告塔となり
イメージアップを求められ、それ
に繋がる活動を行っている。

今年の目標「壊せ、南都。」
　固定観念にとらわれず、自分自
身やチームの今までの殻を破り、
チーム全員で新チームを作り上げ
ていくことに日々取り組み、練習

（左）笹木美里さん・ポジション「ゴールキーパー」
（右）早戸和希さん・ポジション「ディフェンス」


